
パターン認識・メディア理解（PRMU）研専では，
その前身であるパターン認識と学習（PRL）研専が
1972 年 4 月に最初の研究会を開催して以来，2017 年 3
月までの 45 年間に 438 回の研究会が開催され，8,584
本の研究発表がなされた．現在，二日間の研究会を年 8
回開催し年間 200 本を超える研究発表があることから，
2021 年には設立 50 年，2024 年には開催 500 回，発表論
文 10,000 本に達する．
1972 年に発足した PRL 研専は，更に遡れば，1952 年

に発足したインホメーション理論研専と，1954 年に発
足した自動制御研専をその源流とする．この二つの研究
会は 1962 年から緊密な友好関係にあり，1972 年に，飯
島泰蔵先生を委員長とする PRL 研専と，福村晃夫先生
を委員長とするオートマトンと言語（AL）研専とに改
称再編された．情報の表現としての「パターン」と「言
語」のうち，パターンを担う PRL と言語を担う AL と
いう整理であった．このとき，飯島，福村両先生によっ
て書かれた檄文の一部を引いておきたい(1)．
「貴重な研究業績を，単なる学問発展のために昇華さ
せるというだけでなく，このことによって新しい技術を
生み，新しい技術社会の招来に対して大きく貢献しよう
とするのでなければ，工学を以て任ずるところの当学界
に対して，真の寄与をなしたことにならない」（飯島）
「情報技術者は，現在，家なき子である．だからこそ，
実際という大地に根を下ろし，理論の骨格に支えられ
た，住み心地良い我らの巣が欲しい．そして，応用とい
う広漠たる空間に自由に手をさしのべうる明日を築きた
い」（福村）
その後，1986 年にパターン認識・理解（PRU）研究

会と改称し，「シーン理解，知識獲得，知識モデル化の
研究，工業応用，医療応用，教育応用，文書理解，顔画
像認識，動画像認識」へと対象を広げる．そして，イン
ターネット，マルチメディアの興隆を背景に 1996 年

PRMU研専と再度改称し，「情報を機械に取り込むため
のセンサとして画像や音声を扱うこと」から「機械を通
して情報を人間に伝えること，すなわち，インタフェー
スとしての画像や音声」へとそのスコープを広げた(2)．
およそ半世紀にわたる本研究会の活動は，昨今の機械

学習の興隆につながるパターン認識基礎理論と画像を基
点として映像，音声，言語をも巻き込んだ広範な応用領
域との間をバランス良く行き来したものであった．そし
て通常研究会以外に本分野の啓発，普及，発展を目的と
した活動にも力を注いできた．本年で 20 回を迎え参加
者 700 人を超えるまでに成長した画像の認識・理解シン
ポジウム（MIRU，情報処理学会 CVIM 研究会と共
催），若手研究者の育成を狙い自主的活動を支援する若
手プログラム，学部学生の教育を主眼としたアルゴリズ
ムコンテストなどである(3)．また同時に，時代の変遷を
見据え，今後取り組むべき課題を再考し問題提起を行う
取組みも行っている(4), (5)．
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昭 59 東大・理・生物卒．昭 61 同大学院修士
課程了．同年 NTT 入社．以来，パターン認
識，機械学習などの研究に従事．同社コミュニ
ケーション科学基礎研究所所長を経て，現在東
京電機大教授．工博．著書「わかりやすいパ
ターン認識」「コミュニケーションを科学する」
「環境知能のすすめ」．
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【映像メディア分野】
2-2-15 パターン認識・メディア理解（PRMU）研究専門委員会

設立50年，開催500回，発表10,000本の歩み
The Weight of 50 Years of Establishment, 500 Times Holding and 10,000 Papers

前田英作これまでの歴史


